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食料・農業・農村政策審議会農業保険部会 
家畜共済小委員会 報告概要 

 

 

【調査審議結果】 

１ 家畜共済診療点数表中の種別及び備考の見直し 

諮問どおり、「最近における獣医学の進歩等により、種別及び備考の追加、

変更及び削除を必要とするものについて見直しを行う」ことは適当と判断す

る。 

なお、具体的には以下のとおり見直す必要があると判断する。 

 

（１）〔第１診察料〕の種別に「遠隔診」を追加する。 

（２）「往診」の備考の２戸以上連続して往診した場合の往診距離を次の患畜

に至るまでの距離とする規定を削除し、全戸について診療施設を起点とし

た直線距離で往診距離を計算することを規定する。 

（３）「導尿」から検査のために行う採尿を分離し、〔第４検査料〕の種別に

「カテーテル採尿」として追加する。 

（４）「薬剤感受性検査」及び「細菌分離培養検査」を統合し、「細菌培養検

査」として追加する。 

（５）「血清学的検査」の小分類から「ラテックス凝集反応検査」、「血球凝

集反応検査」及び「沈降反応検査」を削除する。 

（６）「直腸検査」に内部触診の対象としてリンパ組織及び骨盤を追加する。 

（７）「筋肉内注射」及び「脊髄腔内注射」に含まれる穿刺による検査を「穿

刺検査」に統合し、骨髄、リンパ節、滑液嚢、胸腔又は腹腔の穿刺を行っ

た場合並びに後頭下、腰椎又は尾椎に穿刺を行った場合の増点規定を追加

する。 

（８）「寄生虫検査」から検査キットを使用する場合及び「尿検査」から糞便

の潜血検査を行う場合を分離し、〔第４検査料〕の種別に「糞便検査」と

して追加する。 

（９）「静脈内注射」から生後60日齢以内の牛への増点規定を削除する。 
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（10）「腰椎注射」に、前腰椎硬膜外麻酔又は腰仙部硬膜外麻酔の適用対象と

して膣脱整復、子宮脱整復及び難産介助を追加する。 

（11）「投薬」の名称を「経口投与」に変更する。 

（12）「洗浄」の小分類の「眼洗浄・涙管洗浄・鼻腔洗浄・膣洗浄及び包皮洗

浄」に「臍帯洗浄」を追加する。 

（13）「鎮静術」に、適用対象として関節腔内注射を追加する。 

（14）「子宮脱整復」から吊起に係る規定を削除し、〔第７手術料〕の冒頭の

備考に、「吊起」が適用できる規定を明記する。 

（15）「気管切開」を削除し、「切開手術」に適用対象として気管切開を追加

する。 

（16）〔第７手術料〕の種別に「臍手術」を追加する。 

（17）「難産介助」に、「子宮洗浄」を併せて適用できる疾病として気腫胎及

び胎子浸漬を追加する。 

（18）「骨折整復」に、複数ヶ所を骨折した場合はそれぞれ適用できる規定を

明記する。 

（19）「膝蓋関節脱臼整復手術」を削除する。 

（20）「切開手術」に、適用対象として気管切開又は尿道内結石破砕を行った

場合を追加する。 

（21）〔第４検査料〕に検体採取、検体検査、生体検査及び検案の中分類を設

けるとともに、種別全体について種別の記載順を吻側に係るものから尾側

に係るものの順へ並び替える。 

 

２ 家畜共済診療点数表中のＡ種点数（規則第166条の規定に基づき農林水産大

臣が定める点数。以下同じ。）の見直し 

諮問どおり、「診療に直接必要な医療品等の費用の評価に用いる「Ａ種点

数」のうち、最近における経済事情の変化、獣医学、医療機器等の進歩等に

より、種別ごとに実態との格差が生じている等必要なものについて見直しを

行う」ことは適当と判断する。 

なお、具体的には以下のとおり見直す必要があると判断する。 

 

（１）「診断書」及び「検案書」について、文書の電子化による負担減に伴い、

点数を引き下げる。 

（２）「血液生化学的検査」のポータブル測定器を用いて血液中のβヒドロキ

シ酪酸を測定した場合について、消耗品の市場価格上昇を鑑み、点数を引

き上げる。 

（３）「皮下注射」及び「静脈内注射」について、消耗品の市場価格上昇を鑑

み、補液管使用による増点点数を引き上げる。 
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（４）「洗浄」の「乳房内洗浄」について、消耗品の市場価格上昇を鑑み、点

数を引き上げる。 

 

３ 家畜共済診療点数表中のＢ種点数（規則第117条の規定に基づき農林水産大

臣が定める点数。以下同じ。）とＡ種点数との差の見直し 

諮問どおり、「診療に携わる獣医師の診療技術料等（農業保険法（昭和22

年法律第185号）第144条第２項第２号の診療技術料等をいう。）の評価に用

いる「Ｂ種点数－Ａ種点数」のうち、最近における獣医技術の進歩等により、

種別ごとに実態との格差が生じている等必要なものについて見直しを行う」

ことは適当と判断する。 

なお、具体的には以下のとおり見直す必要があると判断する。 

 

（１）「初診」について、近年の賃金推移等を鑑み、点数を引き上げる。 

（２）「往診」について、距離区分の見直しに伴い点数を見直す。 

（３）「診断書」及び「検案書」について、文書の電子化による負担減に伴い、

点数を引き下げる。 

（４）「検案」の「解剖しない場合」について、「初診」と同点数へ引き下げ

る。 

（５）「静脈内注射」について、生後60日齢以内の牛への増点規定を削除する

ことに伴い、点数を引き上げる。 

 

４ 家畜共済診療点数表の適用 

諮問どおり、改定後の家畜共済診療点数表は「令和５年４月１日から適用

する」ことは適当と判断する。  
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  諮問事項 

３ 家畜共済診療点数表付表薬価基準表に収載できる医薬品の基準及び

価格の算定方法について 

 

     

【調査審議結果】 

１ 収載できる医薬品の基準 

「収載できる医薬品の基準」について、適当と判断する。 

 

２ 価格の算定方法 

収載医薬品の供給の実態を踏まえつつ、「価格の算定方法」について、適当

と判断する。 

 

３ 家畜共済診療点数表付表薬価基準表の適用 

諮問どおり、改定後の家畜共済診療点数表付表薬価基準表は「令和５年４月

１日から適用する」ことは適当と判断する。 
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